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要約  

・ 2019 年コロナウイルス病（COVID-19）は、世界中でかなりの罹患率と

死亡率を引き起こし続けている。症例報告より、COVID-19 が心臓血

管系に顕著に影響を与えることが示されている。 

・ 目的は COVID-19 から最近回復した患者の心筋傷害の存在を評価

することである。 

・ 対象は 2020 年4 月～6 月の間に COVID-19 から回復した患者100

名（フランクフルト大学病院の COVID-19 レジストリ, 平均年齢：49

歳、COVID-19 診断から評価までの日数（中央値）：71 日）である。 

・ 心筋症は、心臓血液マーカーおよび心臓血管磁気共鳴（CMR）画像

により評価された。 

・ COVID-19 の重症度とは無関係に、60 人の患者（60％）で進行中の

心筋炎が認められた。 

・ COVID-19 の心臓血管系に対する影響を長期的に調査することが

必要である。 


